
1

応
挙
、呉
春
を
起
点
と
し
て
、

近
世
か
ら
近
代
へ
と
連
な
る

画
家
た
ち
の
系
譜
を
一
挙
に
た
ど
る
、

円
山・四
条
派
の
す
べ
て
。
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2
5
0
年
ほ
ど
の
昔
、
京
都
で
…

応
挙
と
名
乗
る
絵
師
が
彗
星
の
ご
と
く
現
れ
た
。

堅
苦
し
い
狩
野
派
の
絵
に
不
満
を
覚
え
始
め
て
い
た
都
の
人
々
は
、

写
生
に
よ
る
新
し
い
画
風
に
魅
了
さ
れ
た
。

多
く
の
絵
師
た
ち
が
応
挙
に
続
い
た
が
、

中
で
も
呉
春
は
四
条
派
と
呼
ば
れ
る
一
派
を
生
み
出
し
た
。

二
派
を
合
わ
せ
た
円
山
・
四
条
派
は
、
京
都
の
画
壇
に

大
き
な
影
響
力
を
示
す
よ
う
に
な
る
。

近
代
に
至
る
ま
で
、
円
山
・
四
条
派
を
水
脈
と
す
る

画
家
た
ち
が
多
く
輩
出
し
た
。

そ
し
て
竹
内
栖
鳳
、
上
村
松
園
も

そ
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
活
躍
し
た
の
で
あ
る
…
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開
催
趣
旨

　
18
世
紀
、
様
々
な
流
派
が
百
花
繚
乱
の
ご
と
く
咲
き
乱
れ
る
京
都
で
、
円
山
応
挙
は
写
生
画

で
一
世
を
風
靡
し
円
山
派
を
確
立
し
ま
し
た
。
ま
た
、
与
謝
蕪
村
に
学
び
応
挙
に
も
師
事
し
た
呉

春
に
よ
っ
て
四
条
派
が
興
り
、
写
生
画
に
瀟
洒
な
情
趣
を
加
味
し
て
新
た
な
一
派
が
誕
生
し
ま
す
。

こ
の
二
派
は
円
山
・
四
条
派
と
し
て
そ
の
後
の
京
都
の
主
流
と
な
り
、
近
代
に
い
た
る
ま
で
京
都
画

壇
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
本
展
は
、
応
挙
、
呉
春
を
起
点
と
し
て
、
長
沢
芦
雪
、
渡
辺
南
岳
、
岸
駒
、
岸
竹
堂
、
幸
野
楳
嶺
、

塩
川
文
麟
、
森
徹
山
、
菊
池
芳
文
、
竹
内
栖
鳳
、
山
元
春
挙
、
上
村
松
園
ら
近
世
か
ら
近
代
へ

と
引
き
継
が
れ
た
画
家
た
ち
の
系
譜
を
、
一
挙
に
た
ど
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
然
、
人
物
、
動
物
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
表
現
の
特

徴
を
丁
寧
に
追
い
ま
す
。
日
本
美
術
史
の
な
か
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
円
山
・
四
条
派
の
系
譜
が
、

い
か
に
近
代
日
本
画
へ
と
継
承
さ
れ
た
の
か
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
最
大
規
模
で
そ
の
全
貌
に
迫
る
、

圧
巻
の
展
覧
会
で
す
。

本
展
の
み
ど
こ
ろ

●  

円
山
応
挙
か
ら
呉
春
、
竹
内
栖
鳳
、上
村
松
園
ま
で
。

 

江
戸
中
期
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
の

 

円
山・四
条
派
が
勢
揃
い
！

●  

写
生
画
の
名
手
・
円
山
応
挙
最
晩
年
の

 

最
高
傑
作
大
乗
寺
襖
絵
を

 

特
別
展
示

 

●  

重
要
文
化
財
12
件
を
含
む
※
東
西
併
せ
て

　

 

約
1
2
0
件
の
名
品
を
一
挙
紹
介 

　

東
京
で
は
約
10
年
ぶ
り
！
　

京
都
で
は
約
24
年
ぶ
り
！
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 円
ま る

山
や ま

応
お う

挙
き ょ

 1733–1795�

 源
げ ん

琦
き

  1747–1797

 長
な が

沢
さ わ

芦
ろ

雪
せつ

  1754–1799 

 岸
き し

竹
ち く

堂
どう

  1826–1897

 山
や ま

元
も と

春
しゅん

挙
き ょ

  1871–1933

 山
や ま

口
ぐ ち

素
そ

絢
けん

  1759–1818

 渡
わ た

辺
な べ

南
な ん

岳
がく

  1767–1813

 鈴
す ず

木
き

松
しょう

年
ね ん

  1848–1918

 上
うえ

村
むら

松
しょう

園
え ん

  1875–1949

 菊
き く

池
ち

芳
ほ う

文
ぶん

  1862–1918

 都
つ

路
じ

華
か

香
こう

  1870–1931

 呉
ご

春
しゅん

  1752–1811 

 円
ま る

山
や ま

応
お う

瑞
ずい

  1766–1829�

 中
な か

島
じ ま

来
ら い

章
しょう

  1796–1871�

 川
か わ

端
ば た

玉
ぎょく

章
しょう

  1842–1913

円山派

四条派

岸派

森派

 与
よ

謝
さ

蕪
ぶ

村
そん

 1716–1784�  

 竹
た け

内
う ち

栖
せ い

鳳
ほう

  1864–1942

 塩
し お

川
か わ

文
ぶ ん

麟
りん

  1808–1877

円
山
・四
条
派

主
要
画
家
の

系
譜

 幸
こ う

野
の

楳
ば い

嶺
れい

  1844–1895

鈴木派

 岸
が ん

駒
く

  1756（1749）–1838

 森
も り

徹
て つ

山
ざん

  1775–1841



円山応挙　
「写生図巻（乙巻）」（部分）
明和 7年～安永元年（1770 -72）　
株式会社　千總蔵

す
べ
て
は

応
挙
に

は
じ
ま
る
。

　
自
然
や
花
鳥
、
動
物
を
生
き
生
き
と
写

し
取
っ
た
斬
新
な
応
挙
の
画
風
は
、
た
ち

ま
ち
京
都
で
評
判
と
な
っ
た
。
63
歳
の
生

涯
を
閉
じ
た
と
き
に
は
、
息
子
の
応
瑞
を

は
じ
め
と
し
て
源
琦
、
山
口
素
絢
、
渡
辺

南
岳
ら
多
く
の
門
弟
た
ち
が
育
っ
て
い
た
。

奇
想
の
画
家
と
称
せ
ら
れ
る
長
沢
芦
雪
も

そ
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
ま
た
、
与
謝
蕪
村

の
高
弟
だ
っ
た
呉
春
も
晩
年
の
応
挙
に
弟

子
入
り
を
乞
う
が
、
応
挙
は
親
友
と
し
て

迎
え
入
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
呉
春
は
南

画
と
写
生
画
と
を
融
合
し
た
画
風
で
四
条

派
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
円
山
派
と

四
条
派
は
そ
の
後
の
京
都
画
壇
の
中
心
を

成
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
派
生
的
に
生
ま

れ
た
原
派
、
岸
派
、
森
派
、
鈴
木
派
な

ど
多
く
の
画
系
が
複
雑
に
絡
み
な
が
ら
近

代
の
京
都
画
壇
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
。

重要
文化財

重要
文化財

重要
文化財

円山応挙　
「写生図巻（甲巻）」（部分）
明和 8年～安永元年（1771-72）　
株式会社　千總蔵

呉春　
「四季耕作図」
寛政 7年（1795）
兵庫・大乗寺蔵

東京展のみ
通期展示

京都展：半期展示
東京展：後期展示

画像
1

画像
2京都展：半期展示

東京展：前期展示
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円山応挙　
「松に孔雀図」
寛政 7年（1795）　
兵庫・大乗寺蔵

東京展のみ
通期展示

円山応挙　
「松に孔雀図」
寛政 7年（1795）　
兵庫・大乗寺蔵

重要
文化財

画像
3

特
別

展
示大乗

寺

障
壁
画

重
要
文
化
財
の

襖
絵
群
を

再
現
展
示

大
乗
寺
客
殿
各
室
の
雰
囲
気
を

そ
の
ま
ま
に
体
感
で
き
る

贅
沢
な
立
体
的
展
示
を
実
現
。
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円山応挙　
「松に孔雀図」
寛政 7年（1795）　
兵庫・大乗寺蔵

　
兵
庫
県
の
日
本
海
側
に
あ
る
香
美
町
に

あ
る
大
乗
寺
は
、
一
名
を
応
挙
寺
と
い
う
。

1
7
8
7（
天
明
7
）年
、
応
挙
は
同
寺
と

障
壁
画
制
作
の
契
約
を
交
わ
す
と
、
客

殿
各
室
の
全
体
構
成
を
考
え
、
一
門
を
率

い
て
こ
れ
に
あ
た
っ
た
。
応
挙
は
最
初
に

山
水
の
間
、
芭
蕉
の
間（
郭
子
儀
図
）
を

描
き
、
亡
く
な
る
年（
1
7
9
5
年
）に
孔

雀
の
間
を
描
く
。
応
挙
自
身
が
大
乗
寺

を
訪
れ
た
と
い
う
記
録
は
な
く
、
京
都
の

画
室
で
制
作
し
た
も
の
を
弟
子
た
ち
に
委

ね
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。本
展
で
は
、

「
松
に
孔
雀
図
」「
郭
子
儀
図
」
な
ど
客
殿

の
応
挙
作
品
を
中
心
に
再
現
展
示
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
応
瑞
、
呉
春
、
山
本
守
礼

な
ど
円
山
・
四
条
派
の
系
譜
を
合
わ
せ
て

立
体
的
に
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

重要
文化財

画像
4

京都展のみ
通期展示

兵庫県北部、
山陰海岸国立公園を臨む
大乗寺。
客殿には、応挙をはじめ息子や門人たち
総勢 14名が揮毫した 165面の障壁画が
収められ、いつの頃からか、「応挙寺」と
呼ばれ親しまれています。
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重要
文化財

重要
文化財

重要
文化財

重要
文化財

重要
文化財

呉春
「四季耕作図」
寛政 7年（1795）

呉春
「群山露頂図」
天明 7年（1787）

亀岡規礼
「採蓮図」

山本守礼
「少年行図」

円山応挙
「松に孔雀図」
寛政 7年（1795）　

円山応挙　
「郭子儀図」
天明 8年（1788）　
兵庫・大乗寺蔵

京都展のみ
通期展示

重要
文化財

画像
5

東京展のみ：通期展示
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円山応挙　
「郭子儀図」
天明 8年（1788）　
兵庫・大乗寺蔵

重要
文化財

京都展のみ
通期展示

重要
文化財

重要
文化財

重要
文化財

重要
文化財

円山応挙
「山水図」
天明 7年（1787）

円山応挙
「松に孔雀図」
寛政 7年（1795）

円山応挙
「郭子儀図」
天明 8年（1788）　

円山応瑞
「蓮池図」

画像
6

9

京都展のみ：通期展示



京都展：半期展示東京展：後期展示

　
応
挙
の
登
場
ま
で
は
、
絵
画
の
基
本
は
や
ま
と
絵
か

中
国
画
だ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
自
然
を
描
く
と
い
っ
て
も
、

現
実
と
は
違
っ
た
名
所
絵
の
世
界
か
、
見
た
こ
と
も
な
い

山
水
世
界
が
描
か
れ
て
き
た
。
応
挙
は
、
ま
ず
実
際
の

場
所
を
好
ん
で
描
き
、
さ
ら
に
そ
の
場
に
立
っ
て
観
た
時

の
臨
場
感
ま
で
を
も
写
し
出
そ
う
と
試
み
た
。
保
津
川

や
嵐
山
な
ど
の
画
題
は
、
そ
の
後
、
円
山
・
四
条
派
の

系
譜
で
繰
り
返
し
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
遠

近
法
を
踏
ま
え
て
見
え
た
通
り
に
描
こ
う
と
す
る
表
現
方

法
は
山
水
画
と
い
う
よ
り
も
風
景
画
に
通
じ
る
側
面
が
あ

り
、
円
山
・
四
条
派
の
作
風
は
よ
り
自
然
な
か
た
ち
で

近
代
絵
画
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。

山
、川
、滝
。

自
然
を
写
す
。

円山応挙　
「保津川図」
寛政 7年（1795）　株式会社　千總蔵

重要
文化財

画像
7
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菊池芳文　
「小雨ふる吉野」　
大正 3年（1914）　東京国立近代美術館蔵

画像
8京都展のみ：半期展示
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上村松園　
「楚蓮香之図」
大正 13年頃（c.192 4）
京都国立近代美術館蔵　　

　
応
挙
が
美
人
画
に
も
新
生
面
を
拓
い
た
こ
と
は
意
外
に
知

ら
れ
て
い
な
い
。
唐
美
人
と
呼
ば
れ
る
中
国
の
貴
婦
人
を
描

く
伝
統
を
踏
ま
え
た
も
の
だ
が
、
狩
野
派
や
南
画
系
の
画

家
た
ち
と
は
一
線
を
画
し
た
温
和
で
品
格
あ
る
女
性
表
現
を

生
み
出
し
た
。
ま
た
、
古
く
か
ら
画
題
と
し
て
き
た
仙
人
や
、

物
語
の
登
場
人
物
を
描
く
人
物
画
は
そ
の
後
の
円
山
・
四
条

派
で
も
盛
ん
に
描
か
れ
て
い
る
。
近
代
に
な
る
と
ジ
ャ
ン
ル
と

し
て
の
人
物
画
の
評
価
が
高
ま
る
が
、
東
京
画
壇
で
歴
史
画

が
隆
盛
し
た
の
に
対
し
て
京
都
画
壇
で
は
自
然
や
動
物
が
根

強
い
人
気
を
保
っ
た
。
そ
の
中
で
、
上
村
松
園
が
近
代
美
人

画
の
世
界
を
確
立
し
た
意
義
は
大
き
い
が
、
そ
れ
は
応
挙
の

美
人
画
に
端
を
発
す
る
長
い
伝
統
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の

だ
っ
た
。

美
人
、仙
人
。

物
語
を
紡
ぐ
。

円山応挙　
「江口君図」
寛政 6年（1794）
静嘉堂文庫美術館蔵　　

重要
美術品

東京展のみ：前期展示

画像
9
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上村松園　
「楚蓮香之図」
大正 13年頃（c.192 4）
京都国立近代美術館蔵　　

呉春　
「山中採薬図」
公益財団法人阪急文化財団
逸翁美術館蔵

画像
10

画像
11

京都展：半期展示
東京展：後期展示

京都展：半期展示
東京展：前期展示
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京都展のみ：半期展示円山応挙　
「牡丹孔雀図」
明和8年（1771）　京都・相国寺蔵

孔
雀
、虎
、犬
。

命
を
描
く
。

　
鳳
凰
や
龍
と
い
っ
た
架
空
の
動
物
よ
り
も
、

孔
雀
や
鶴
、
虎
、
犬
、
猿
、
鹿
な
ど
生
き
た

鳥
や
動
物
た
ち
を
よ
く
観
察
し
て
描
こ
う
と
し

た
応
挙
。
鳥
の
羽
根
の
一
枚
、
動
物
の
毛
の

一
本
ま
で
も
写
し
取
ろ
う
と
し
た
そ
の
作
画
態

度
は
弟
子
た
ち
に
引
き
継
が
れ
、
猿
を
得
意

と
す
る
森
派
、
虎
を
得
意
と
す
る
岸
派
な
ど

が
人
気
を
博
し
た
。
い
ず
れ
も
、
生
き
生
き

と
し
た
動
き
の
あ
る
姿
に
描
こ
う
と
す
る「
写

生
」
に
徹
し
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
、
そ
の

伝
統
は
近
代
に
な
っ
て
も
京
都
画
壇
の
重
要

な
特
性
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。
近
代

画
家
た
ち
は
応
挙
以
来
の
写
生
に
西
洋
的
な

写
実
画
法
を
加
味
し
て
新
た
な
表
現
を
生
み

出
し
た
が
、
竹
内
栖
鳳
は
さ
ら
に
簡
素
で
洒

脱
な
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
一
世
を
風
靡
し
た
。

都路華香　
「雪中鷲図」
明治34年（1901）
個人蔵

重要
文化財

画像
12

京都展：半期展示
東京展：前期展示

1 4



京都展：半期展示
東京展：前期展示

竹内栖鳳　
「春暖」
昭和 5年（1930）
愛知県美術館蔵
（木村定三コレクション）

円山応挙　
「狗子図」
安永 7年（1778）
敦賀市立博物館蔵

長沢芦雪　
「薔薇蝶狗子図」
寛政後期頃（c.1794 – 99）　
愛知県美術館蔵（木村定三コレクション）

岸竹堂　
「猛虎図」
明治 23年（1890）　
株式会社　千總蔵

画像
13

画像
16

画像
15

画像
14

京都展：半期展示
東京展：前期展示

京都展：半期展示
東京展：後期展示

京都展：半期展示
東京展：前期展示
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中学生以下
無料

展覧会公式サイト

h t t p s://o k y o k i n d a i 2 019. e x h i b i t . j p/

報道関係お問い合わせ

「円山応挙から近代京都画壇へ」広報事務局　
（共同P R内　担当：三井、佐瀬）

電話 03 -3571-53 6 3
FA X  012 0 - 6 5 3 -5 45

メールo k y o k i n d a i 2 019 - p r @ k y o d o - p r. c o . j p


